
　分子式が で表される不飽和結合をもつ直鎖状のアルコール を一定質量取り，１

十分な量のナトリウムと反応させたところ， の水素が発生した。また，同じ質

量の に，触媒を用いて水素を完全に付加させたところ， の水素が消費された。

このとき， の分子式中の の値として最も適当な数値を，次の ～ のうちから一

つ選べ。 ， ， 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　

　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　

　 種類の芳香族化合物の混合物を分離するために次の操作Ⅰ～Ⅲを行った。次の問い２

に答えよ。

操作Ⅰ　分液漏斗に混合物のジエチルエーテル溶液と水酸化ナトリウム水溶液を入れ，

　よく振り混ぜた後，しばらく静置すると，上層 と下層 に分かれた。次に，上層

　 を残し下層 を取り出した。

操作Ⅱ　操作Ⅰで上層 を残した分液漏斗に十分な量の塩酸を加え，よく振り混ぜた

　後，しばらく静置すると，上層 と下層 に分かれた。

操作Ⅲ　操作Ⅰで取り出した下層 に塩酸を加え，よくかき混ぜた後，弱酸性になっ

　たことを確認した。次いで十分な量の 水溶液を加え，よくかき混ぜた後，分

　液漏斗に入れた。次にジエチルエーテルを加え，よく振り混ぜた後，しばらく静置す

　ると，上層 と下層 に分かれた。

　 種類の化合物がアニリン，安息香酸，フェノールのとき，下層 ，上層 ，下層

　のそれぞれに主成分として含まれる化合物の組合せとして最も適当なものを，次の

　～ のうちから一つ選べ。ただし，各層に含まれる化合物は，塩として存在すること

　もある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　

下層 上層 下層

アニリン 安息香酸 フェノール

アニリン フェノール 安息香酸

安息香酸 フェノール アニリン

安息香酸 アニリン フェノール

フェノール アニリン 安息香酸

フェノール 安息香酸 アニリン

　操作Ⅰ～Ⅲでは一つずつに分離できない 種類の化合物の組合せを，次の ～

　のうちから一つ選べ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　

　 　安息香酸，トルエン，フェノール

　 　安息香酸，サリチル酸，トルエン

　 　アニリン，サリチル酸，トルエン

　 　アニリン，サリチル酸，フェノール

　 　アニリン，ニトロベンゼン，フェノール

　 　アニリン，安息香酸，ニトロベンゼン
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